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　　　『婦人用乗馬服と馬一女性馬術‘こ関する論説一』

　The　habit　and　the　horse：atreatise　on　fema｜e　equitation／by　Mrs．　J．　Stirling　Clarke；

with　illustrations，　lithographed　by　Messrs．　Day＆son，　from　photographs　by　Herbert　Watkins．

　　　　　　　　［London］：The　authoress，1857　〈KAO73／383．133／C＞

　　　　　　　　　　　　　　文化女子大学助教授（人体機能とデザイン等担当）　柴田　眞美

　品のある茜色の地に、金箔で、スカート型の乗
　　　　　　　さっそう
馬服に身を包み、颯爽と馬を駆る婦人のシルエッ

トが描き出された本がある。自らもこよなく馬術

を愛する著者が、女性の乗馬姿のエレガントな美

しさと、正しい馬術の普及を心から願って書いた、

224ページにわたる著作である。そこには、6枚

の繊細で美しい石版画も挿入されている。

　そもそも、馬なる動物は、紀元前3000年期ころ

には人間によって家畜化されたと言われている。

アジア大陸のステップ地帯の民族によってであ
　　　いにしえ
る。遠い古に、アジアや中東において、馬と人間

との関わりは発達した。ヨーロッパでは、古代ギ

リシャ、ローマの遺跡に見るように、古代から馬

とは関わってきたものの、16世紀に乗馬学校が設

立されるようになると、急速に西洋独自の「理論」

を伴った、西洋式馬術が発達することとなる。

　婦人特有の馬の乗り方についてであるが、例え

ば、現在のモンゴル民族等をみても、男性と同様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　よう
の乗り方をしている。また、中国唐時代の傭には、

馬にまたがって、ポロ競技（ペルシャから伝来し

たらしい）をする女子騎馬像が見られる。これら

から考えると、騎馬民族のように生活の必需とし

て、子供のころから自然に馬に乗っていれば、特

に女性特有の乗り方をする必要はないようだ（た

だし、おそらく乗り手に無理なく操れる馬を選ぶ

必要はあるだろう）。したがって、本書で紹介さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　くら
れている、婦人用乗馬服（habit）や横乗り鞍（side－

saddle）は、ヨーロッパ文化の中で、時代の流れ

に伴い交通手段として、スポーツとして、婦人も
　　　　　　たしな
馬に乗ることを嗜むようになってきた、という文

化的背景の中で生まれ進化してきたものである。

P．Cunnington＆A．Mansfield著の『English

costume　for　sports　and　outd∞r　recreation』（A．＆

C。Black，　c1969）　〈383．133！C＞には、　side－saddle

の呼称は16世紀の鞍について記述され、habitの

語は、18世紀初頭の装いについてすでに用いられ

ている。

　さて、今回紹介する本書の内容は、The　Habit

（婦人用乗馬服）、The　Horse（馬）、The　Lady‘s

　　　　　　　　　　　　　　ばろく
Saddle　and　Bridle（婦人用鞍と馬勒）、Mounting

（乗馬）、Dismounting（降馬）、The　Seat（坐り一

　　　　　　　　　たづな
騎坐）、The　Reins（手綱）、The　Positions　of　the

　　　こぶし
Hands（拳の構え）、The　Hands（拳）、The　Walk
　　　　　　　　　　　　　　　　　　きDうほ
（常歩）、The　Trot（速歩）、The　Canter（駈歩）、

　　　　　　しゅうほ
The　Gallop（襲歩）、The　Circle（円を描く運動）、

The　Leap（飛越）、Critical　Situations（緊急時）、

General　Observations（人馬の動作の概観）、

Hunting（狩猟）となっている。

図1：The　seat

一3一



　このうち、婦人特有の道具としての、乗馬服と

鞍の章について紹介する。

　婦人用乗馬服（hablt）の章では、そもそも乗馬

服というものは他と比ぺようのない独特のもの

で、シンプルでエレガントであり、男っぽい無骨
　　　　　　　　　　　うrvへ
さを避け、また人馬共に上辺のけばけばしい装飾

はしないことが望ましいとした。その上で、適切

なカット（仕立て）で美しく作られた乗馬服は、

人馬を引き立てる、としている。そして、胸部

（上半身）には呼吸のための充分な空間があるこ

と、ウエスト部は長すぎると乗馬時の動きによっ

て美しくない搬が出てしまうこと、袖はきつすぎ

ずリラックスした上肢の動きを妨げないこと、着

衣がヒラヒラしていると風にあおられて危険なこ

と、乗馬服（特にスカート）を仕立てる生地の幅

のこと、ポケットのこと、季節に合わせた生地の

こと、色は濃い色（dark）が一般的なこと、シャ

ツのこと、シャツ袖は手首でしまり小さなカフス

を付けること、乗馬服の仕立て屋（habit－maker）

は上手な人を選ばなければならないこと、乗馬服

の芯のこと、スカートの下に履くズボン（trouser）

のこと、長靴のこと、下着やペチコートのこと、

　　　　　　　　　むち
帽子やベール、手袋、鞭、そして髪型やコルセッ

トに言及している。髪型やコルセット（tight

Iacing；きつくしめること）についての記述が長

めなのは、当時の女性らしい装いでは、これらの

要素がおそらく多く、その時代にあって「動き」
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図2：Lady’s　saddle

を重視した中でのエレガントさを考えるのに大き

な問題点があったからであろう。

　次に、婦人用鞍（ladyls　saddieまたはslde－

saddle）についてであるが、この鞍は、またがる

のではなく、両方の脚を左側に降ろすものである。

とはいってもごく初期のもののようにまったく横

向きに腰掛けるのではなく、上体はまっすぐ馬の

両耳の間に顔が向くように、鞍から突き出した2つ

の角によって右脚は引っ掛けられて右膝はちょう

ど鞍の先頭部付近に来る。左脚を支える第3の角も

存在する。著者は、これにより婦人の乗馬の危険

性が減少し、また、婦人が乗馬をあきらめること

がなくなると言っている。鞍の長さや角の角度は

各人に合わせること、座るところの皮革は滑らな

いものがふさわしいが、繰り返しの使用によって

滑りやすくなってしまうことなどを記述している。

挿図は、C－Dが乗り手の左右の肩を結んだライン、

　　　　　　かんこつ
E－Fが座り（寛骨）のライン、Gが重心で、　Aが

上体そして視線の向く方向である。

　本書は、いわゆる乗馬におけるファッションの

本ではなく、「馬術書」である。その一例を、馬

を最も速く走らせる「襲歩（The　Gallop）」の章よ

り示そう。

　「もし馬が乗り手の拳から逃れようと切望して

（乗り手の手から手綱を伝ったハミから逃れよう

とすること）、乗り手の意志ではなく彼自身の意
　　　　　　　　　　　い；’tう
志によってフルスピードで逸走しようとしたとき

は、それを食い止めるために、馬の前肢が着地し
　　　　　せつな
ようとする刹那にタイミングを合わせて、乗り手

は上体を上方に持って行き（直立させて）、手綱

をきっぱりと、しかしじんわりと腰（waist）の方

に、（腰の力で）引っ張る。……」

　以上のように、本書の内容は、ある程度、馬術

を嗜んでいないと、なかなか解読が困難であるか

もしれない。しかしながら、本書によって、時に

生命の危険が伴う作業のために開発されてきた服

装や道具の持つ美しさには、機能的な確固たる理

由が存在することが理解できる。また、文化にお

ける「男らしさや女らしさ」が何であるかを考え

ていく上で、有益な一書である。
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